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〈東京家政学院大学〉

国際交流月　町田キャンパスのゲームの様子

〈東京家政学院〉

創立 90 周年記念式典・祝賀会の様子

〈筑波学院大学〉

気仙沼市厳島神社で、地元の方と
山桜の植樹祭の様子 　　　　　
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東京家政学院大学
TOKYO　KASEIGAKUIN　UNIVERSITY

人
間
福
祉
学
科
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動

人
間
福
祉
学
科
で
は
、
地
域
の
機
関
・
施
設
と

の
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま

す
。
第
一
は
特
養
椿
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
施
設
で
の
授
業
実
施
や
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
見
学
ツ
ア
ー
、
ま
た
新
し
い
授
業

科
目
で
あ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果

に
関
す
る
実
践
的
研
究
を
学
生
も
参
加
し
な
が
ら
共

同
で
行
っ
て
い
く
計
画
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
10
名
を

超
え
る
学
生
が
現
場
で
利
用
者
へ
の
ケ
ア
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
行
っ
て
い
て
、
実
践
的
な
福
祉
教
育
の
質
を

総
合
的
に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二

つ
目
は
地
域
の
高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で

行
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
」
で
す
。
こ
れ
は
地

域
の
高
齢
者
と
学
生
と
が
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
小

口
先
生
の
指
導
の
下
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
調
理
を

楽
し
む
と
い
う
企
画
で
す
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
魅
力
は
学
生
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ
と
で
す
。」

と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
学
生
か
ら
も

「
普
段
交
流
が
な
い
方
々
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
！
」
と
意
見
を
た
く
さ

ん
も
ら
い
ま
し
た
。
大
学
と
い
う
資
源
が
地
域
に
何

を
提
供
し
、ま
た
地
域
か
ら
大
学
は
何
を
学
ぶ
の
か
、

こ
の
問
い
を
も
ち
な
が
ら
、
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
深
化
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田
）
の
活
動

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
地
域
連
携
研
究
セ

ン
タ
ー(

千
代
田)

が
設
置
さ
れ
て
２
年
に
な
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
目
的
は
、
千
代
田
区
や

他
大
学
、企
業
な
ど
と
の
産
官
学
の
連
携
研
究
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
連
携
を
広
く
行
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
事
業
を
い
く
つ
か
上
げ
ま

す
と
、
千
代
田
区
と
の
事
業
「
千
代
田
学
」、
地
域

と
の
つ
な
が
り
の
深
い
「
公
開
講
座
」、
企
業
と
の

共
同
・
委
託
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

開
催
さ
れ
るED

O
 ART EX

PO

に
も
参
加
・
協
力

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
コ
パ
ー

ク
２
０
１
3
」
に
も
初
め
て
出
店
し
ま
し
た
。「
つ

な
げ
よ
う
！
明
日
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
・
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
参
加
者
み
ん
な
で
環
境

問
題
な
ど
を
と
も
に
考
え
、学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

本
学
は
「
江
戸
っ
子
に
学
ぶ
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
大
江
文
庫
の
食
文
化
資
料
を
有
効
に
活

用
し
、「
江
戸
の
エ
コ
」
を
中
心
と
し
た
内
容
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
皆
さ
ん
の
素
晴

ら
し
い
力
で
、
と
っ
て
も
実
り
あ
る
有
意
義
な
活
動

が
行
え
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
の
活
動

を
発
展
さ

せ
る
と
と

も
に
、
新

た
な
展
開

を
図
り
な

が
ら
の
地

域
連
携
研

究
を
進
展

さ
せ
て
い

き
ま
す
。

第 50回東京家政学院大学 KVA祭のご案内

本年 11 月９日（土）・10 日（日）にて、第 50 回Ｋ
ＶＡ祭を開催します。今年は不思議な夢の世界と現実
の世界をまとめた「おとぎの国」がテーマ。果たして
どのような世界が広がっているのでしょうか。皆様の

目でお確かめください。また、出店・出展・パフォー
マンスなどはクラブや学科等の特徴を存分に活かした
ものばかりです。このほかに芸能人の出演なども予定
しております。ご期待ください。皆様のご来場を心よ
りお待ちしております。

人間福祉学科地域連携プログラム「ふれあ
い料理教室」で高齢者と調理を楽しむ学生

NHKエコパークに参加した学生と教職員

町田キャンパス　
〒194-0292　東京都町田市相原町 2600 番地
TEL：042-782-9811（代）
千代田三番町キャンパス　
〒102-8341　東京都千代田区三番町 22 番地
TEL：03-3262-2257（代）
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学
び
を
活
か
す
学
科
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

平
成
24
年
度
の
現
代
家
政
学
科
『
ア
パ
レ
ル
企
画
・
設

計
論
』（
蒲
池
香
津
代
准
教
授
・
井
澤
尚
子
助
教
担
当
）
は
、

健
康
栄
養
学
科
が
『
給
食
経
営
管
理
実
習
』（
吉
野
知
子
講

師
担
当
）な
ど
で
行
っ
て
い
る
学
内
給
食
実
習
に
お
け
る「
フ

ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
エ
プ
ロ
ン
を
提
供
す
る
」
と
い
う

授
業
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
健
康
栄
養
学
科
3
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
ク
ラ
ス
別
に
３
種
類
の
エ
プ
ロ
ン
を
デ
ザ
イ

ン
、
製
作
し
ま
し
た
。
初
め
て
ア
パ
レ
ル
系
の
授
業
を
選
択

す
る
学
生
も
い
て
、
製
作
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
が
、
既
製

服
が
ど
の
よ
う
に
企
画
さ
れ
て
生
産
へ
と
進
む
の
か
を
理
論

の
み
で
な
く
、
実
際
に
企
画
、
設
計
、
生
産
の
体
験
を
し
な

が
ら
授
業
を
進
め
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
製
作
品
は
か
わ

い
ら
し
く
大
変
好
評
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
他
学
科
と
の
交

流
は
、
大
学
で
の
学
び
を
活
か
す
う
え
で
も
大
変
有
効
で
あ

り
、
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
体
験
塾

7
月
21
日
（
日
）、
学
内
に
お
い
て
子
ど
も
体
験
塾
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
大

学
を
開
放
し
、
大
学
・
学
生
・
地
域
の
親
子
が
相
互
に
交
流

し
な
が
ら
、
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
１
０
０
余
名
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

し
、
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

一
方
で
こ
の
場
は
、
児
童
学
科
2
、
3
、
4
年
生
が
日
ご

ろ
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に
活
か
す
べ
く
、
企

画
・
準
備
か
ら
取
り
組
む
場
で
も
あ
り
ま
す
。
各
教
員
の
専

門
分
野
を
活
か
し
た
教
室
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生
た
ち

が
子
ど
も
と
寄
り
添
う
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

自
然
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か

せ
な
が
ら
発
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
宝
探
し
ゲ
ー
ム
と

い
う
与
え
ら
れ
た
も
の
を
自
然
の
中
か
ら
探
し
て
持
っ
て
く

る
ゲ
ー
ム
で
は
、
あ
る
子
ど
も
が
「
葉
っ
ぱ
が
か
わ
い
そ
う

で
持
っ
て
こ
れ
な
か
っ
た
。」
と
話
し
、
身
近
な
自
然
に
対

す
る
慈
し
み
の
気

持
ち
を
共
有
す
る

き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

子
ど
も
体
験
塾

で
は
、
学
生
た
ち
も

教
員
も
子
ど
も
と

関
わ
る
こ
と
を
通

し
て
気
持
ち
の
共

有
が
生
ま
れ
、
と
て

も
意
義
深
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
等
の
取
り
組
み
（
附
属
図
書
館
）

附
属
図
書
館
町
田
本
館
で
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
等
を

実
施
す
る
た
め
、
館
内
の
一
部
模
様
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

は
大
学
図
書
館
の
新

し
い
あ
り
方
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
で
、
一
般
的
に
は
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を

自
由
に
行
え
る
、
開
か

れ
た
学
習
空
間
を
設

け
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
さ
ら
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
を
配
置
し
、
図
書
館
利
用
支

援
等
を
組
み
合
わ
せ
る
取
り
組
み
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

当
館
で
も
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
ス

タ
ッ
フ
が
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
作
成
な
ど
の
学
生
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
専
門

の
研
修
を
受
け
た
図
書
館
業
務
委
託
ス
タ
ッ
フ
及
び
図
書

館
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
行
う
も
の
で
す
（
学
生
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て
は
今
秋
か

ら
開
始
予
定
）。
千

代
田
三
番
町
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
に

つ
い
て
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ラーニング・アドバイザーがレポート
作成の相談にのります

現代家政学科の学生が授業で製作したエプロンを着
用し、学内給食実習時にフロアサービスをする健康
栄養学科の学生

新設した談話コーナー

冒険教室での綱渡り



　2013 年 10 月発行　学院だより　3

２
０
１
３
年
夏
の
国
際
交
流
月
に
つ
い
て

平
成
25
年
夏
の
国
際
交
流
月
の
テ
ー
マ
は
、「
お
い
で
！
」

で
す
。

ま
ず
、
６
月
26
日
（
水
）
に
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、英
国
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
東
京
家
政
学
院
大
学
の
学
生
や
教
職
員
だ
け
で
な

く
、併
設
中
高
校
の
生
徒
さ
ん
や
先
生
方
も
大
勢
参
加
さ
れ
、

総
勢
１
７
７
名
の
賑
や
か
な
お
茶
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
27
日
（
木
）
に
は
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
中

国
、
韓
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
の
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
の
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
会
と
調
理

ク
ラ
ブ
の
初
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
す
。
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
も
多
数
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
大
変
和

や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
９
回
学
生
天
国
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

「Fashion Festival 

２
０
１
３
」
の
学
生
た
ち

５
月
12
日
（
日
）、
爽
や
か
な
五
月
晴
れ
の
下
、
今
年
で

学
生
天
国
は
７
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。
　

参
加
学
生
は
１
年
生
16
名
、
留
学
生
２
名
、
２
～
４
年
生

15
名
、
合
計
33
名
で
す
。
４
年
生
は
今
ま
で
の
先
輩
か
ら
引

き
継
い
で
き
た
シ
ョ
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
自
分
た
ち
が
卒
業

す
る
前
に
後
輩
に
す
べ
て
を
伝
え
た
い
と
使
命
感
を
抱
い
て

教
え
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
間
も
な
い
１
年
生
は
、

早
く
大
学
の
環
境
に
慣
れ
よ
う
、
友
達
を
作
ろ
う
、
自
分
の

興
味
の
方
向
を
見
つ
け
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
見
せ
な
が

ら
、
自
分
に
適
し
た
役
割
を
選
び
、
責
任
あ
る
行
動
を
み
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ー
の
構
成
は
、
太
陽
・
雨
・
星
・
月
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
天
の
恵
み
」、春
を
彩
る
「
桜
の
薫
り
」、そ
し
て
「
人

の
集
い
」
で
は
、
華
や
か
な
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
と
お
菓
子
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
創
作
ド
レ
ス
が
登
場
し
、
モ
デ
ル
の
学
生
た
ち

は
、
人
々
が
楽
し
い
時
を
過
ご
し
な
が
ら
、
人
と
人
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
る
様
子
を
パ
ー
テ
ィ
場
面
で
表
現

し
て
お
り
ま
し
た
。

今
ま
で
25 

年

間
、
40 

回
ほ
ど
の

シ
ョ
ー
を
制
作
し

て
き
ま
し
た
。
時

代
や
学
年
を
越
え

て
、
同
じ
分
野
に

興
味
を
持
っ
た
学

生
た
ち
が
集
ま
り
、

ま
た
、次
の
シ
ョ
ー

の
企
画
を
手
掛
け

て
お
り
ま
す
。

保
護
者
会
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
東
京
家
政
学
院
大
学
保
護
者
会
総
会
が
、
７

月
20
日
（
土
）
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
及
び
役
員
の
選
出
が

行
わ
れ
、新
会
長
に
永
野
馨
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
事
業
計
画

の
承
認
後
、
こ
れ

ま
で
保
護
者
会
の

活
動
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
惣
田
雄
二

会
長
を
顧
問
に
就

任
い
た
だ
く
こ
と

も
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
後
は
、
大

学
関
係
者
と
の
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
九
州
産
業
大
学
特
任
教
授
大
西
純
一
先
生
に
よ

る
「
環
境
激
変
時
代
の
就
職
活
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
知
っ
て
お

く
べ
き
昨
今
の
就

職
事
情
」
や
「
子

供
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
べ
き
こ
と
」
な

ど
、
保
護
者
の
皆

様
は
、
親
と
し
て

気
懸
り
な
内
容
に

熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

千代田三番町キャンパス・ローズホールでの
「アフタヌーンティー」の様子

ファッションショーの参加学生

イベント 講演者（大西純一先生） 保護者会総会
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平成 26年度　東京家政学院大学・大学院　入試日程・オープンキャンパス日程

◆東京家政学院大学　入試日程
入　試　種　別 日 程 出   願   期   間　※ 1 試　　験　　日 合格発表日 入学手続締切日

AO 入試

3 期 10 月 ９ 日（水） ～ 10 月 18 日（金）
別に定められた
出願前の面談日

10 月 23 日（水 ) 11 月 1 日（金）

4 期 10 月 30 日（水） ～ 11 月 ７ 日（木） 11 月 13 日（水 ) 11 月 22 日（金）

12 月 13 日（金） 12 月 20 日（金）5 期 12 月 3 日（火） ～ 12 月 10 日（火）

推薦入試

A 日程 10 月 17 日（木） ～ 10 月 25 日（金）
窓口受付：10 月 28 日 ( 月 ) ※ 2 11 月 3 日（日） 11 月 6 日（水） 11 月 14 日（木）

B 日程 11 月 18 日（月） ～ 11 月 29 日（金）
窓口受付：12 月 2 日（月） ※ 2 12 月 ８ 日（日） 12 月 10 日（火） 12 月 18 日（水）

一般入試

S 日程 1 月 6 日（月） ～ 1 月 16 日（木） 1 月 25 日（土） 1 月 29 日（水） 2 月 5 日（水）

A 日程 1 月 6 日（月） ～ 1 月 17 日（金）
窓口受付： 1 月 20 日（月） ※ 2

2 月 1 日（土）
2 月 3 日（月） 2 月 4 日（火 ) 2 月 12 日（水）

B 日程 1 月 22 日（水） ～ 2 月 ５ 日（水）
窓口受付： 2 月 ６ 日（木） ※ 2 2 月 13 日（木） 2 月 14 日（金） 2 月 21 日（金）

C 日程 2 月 20 日（木） ～ 2 月 28 日（金）
窓口受付： 3 月 3 日（月） ※ 2 3 月 12 日（水） 3 月 13 日（木） 3 月 20 日（木）

センター試験
利用入試

A 日程 1 月 20 日（月） ～ １ 月 31 日（金）

大学入試
センター試験

1 月 18 日（土）
1 月 19 日（日）

2 月 ７ 日（金） 2 月 14 日（金）

B 日程 1 月 29 日（水） ～ 2 月 ７ 日（金）
窓口受付： 2 月 10 日（月） ※ 2 2 月 14 日（金） 2 月 21 日（金）

C 日程 3 月 ６ 日（木） ～ 3 月 17 日（月）
窓口受付： 3 月 18 日（火） ※ 2 3 月 20 日（木） 3 月 27 日（木）

特別選抜試験
（社会人・海外帰国子女） B 日程 12 月 ９ 日（月） ～ 12 月 16 日（月） 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

私費外国人留学生試験 B 日程 11 月 13 日（水） ～ 11 月 27 日（水） 
窓口受付：上記期間中 ※ 3 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

編入学試験・学士入学試験 B 日程 12 月 ９ 日（月） ～ 12 月 16 日（月） 1 月 11 日（土） 1 月 15 日（水） 1 月 22 日（水）

※ 1　出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。
※ 2　推薦入試、一般入試（S 日程を除く）、センター試験利用入試（A 日程を除く）の窓口受付は、町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。
※ 3　 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限る。

◆平成 26年度 AO入試面談日・キャンパス

面談実施日
面談会場

現代家政 健康栄養 生活デザイン 児童 人間福祉

3 期 10 月 ５ 日（土） 千代田三番町 千代田三番町 町田 町田 町田

4 期 10 月 26 日（土） 千代田三番町

5 期 11 月 30 日（土） 町田 町田 町田

◆オープンキャンパス 2013 日程
千代田三番町キャンパス 町田キャンパス

10 月 6 日（日） 6 日（日）

11 月 9 日（土）、10 日（日）【KVA 祭同時開催】

12 月 7 日（土） 15 日（日）

◆東京家政学院大学大学院　入試日程
入試種別 出願期間※ 1 試験日 合格発表日 入学手続締切日

一般・社会人・
留学生選抜

(4 月入学生　後期 )
01 月 28 日 ( 火 ) ～２月４日 ( 火 ) 0 2 月 10 日 ( 月 ) 0 2 月 18 日 ( 水 ) 0 2 月 25 日 ( 火 )

※ 1  出願期間は、郵送での締切日（消印有効）を表す。

（お問い合わせ先）
　東京家政学院大学・大学院
　〒 194-0292　東京都町田市相原町２６００番地
　町田キャンパス入試広報グループ
　TEL　０４２－７８２－９４１１　　FAX　０４２－７８２－１７１１
　URL　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/　E-mail　nyushi@kasei-gakuin.ac.jp
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Ｏ
Ｃ
Ｐ
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
実
施

今
年
度
も
４
月
22
日
（
月
）
に
「
Ｏ
Ｃ
Ｐ
マ
ッ
チ

ン
グ
フ
ェ
ア
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
学
で
は
、「
つ
く
ば
市
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
２
年
生
が
「
実
践
科
目
Ｂ
」
の
一
環
と

し
て
学
外
で
30
時
間
以
上
の
社
会
参
加
活
動
（
Ｏ

Ｃ
Ｐ
活
動
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
す
る
活
動
内
容
と
そ

の
受
入
団
体
の
活
動
方
針
が
一
致
し
な
け
れ
ば
、

良
い
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
学
生
が

活
動
を
決
め
る
„
き
っ
か
け
・
後
押
し
＂
と
し
て
、

受
入
団
体
を
大
学
に
招
き
、
学
生
た
ち
と
の
Ｏ
Ｃ

Ｐ
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
８
回
目
と
な
る
Ｏ
Ｃ
Ｐ
マ
ッ
チ
ン
グ

フ
ェ
ア
に
は
、
地
域
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
、
企
業
、
財
団
な
ど
、
34 

団
体

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
受
入
団
体

の
方
々
か
ら
は
、
例
年
以
上
に
学
生
が
熱
心
に
団

体
の
活
動
を
聞
く
様
子
に
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

学
生
は
こ

の
Ｏ
Ｃ
Ｐ
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ェ
ア

の
後
、
学
内

研
修
を
経
て
、

夏
休
み
前
か

ら
、
順
次
活

動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

学
生
が
気
仙
沼
市
の
厳
島
神
社
に
桜
を
寄
贈
し
、

地
域
の
方
と
植
樹
祭
を
実
施

筑
波
学
院
大
学
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
津
波

に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
気
仙
沼
市
鹿

折
（
し
し
お
り
）
地
区
で
、
継
続
的
な
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

５
月
末
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
鹿
折
地
区
大
浦
に

あ
り
、
津
波
と
火
災
に
よ
り
大
打
撃
を
受
け
た
厳
島

神
社
に
、
学
生
が
高
さ
約
1
ｍ
50
㎝
の
山
桜
の
苗
木

を
十
本
寄
贈
し
、
そ
の
植
樹
祭
を
、
地
域
住
民
で
、

神
社
を
管
理
す
る
大
浦
厳
島
神
社
氏
子
総
代
会
の

方
々
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

山
桜
を
購
入
す
る
資
金
は
、
学
生
が
学
内
で
募

金
活
動
を
行
い
、
約
1
万
8
千
円
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
植
樹
祭
に
当
た
っ
て
は
、
つ
く
ば
市
内
の

造
園
会
社
の
ご
協
力
を
得
、
山
桜
の
苗
木
の
運
搬
、

特
製
肥
料
、
技
術
指
導
な
ど
を
無
償
で
ご
提
供
い
た

だ
き
、
植
樹
祭
に
も
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
桜
が
咲
き
始
め
る
ま
で
に
5
年
程
か
か
り

ま
す
が
、
地
域
の
方
々
は
、
山
桜
は
地
域
の
繋

が
り
を
維
持
し
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
と

し
て
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ

れ
ま
で
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
、

継
続
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

ＯＣＰマッチングフェアの様子

受入れ団体の説明の様子

被害を受けた神社での植樹の様子

筑波研究学園都市 5 0 周年事業

筑波研究学園都市 50 周年事業に協賛し、イベントを開催します。
○ＫＶＡ　ＣＵＰ　英語スピーチコンテスト
　平成 25 年 10 月 26 日（土）に英語スピーチコンテストを、つくば
市と日本英語交流連盟の後援、㈱ JTB 関東と㈱ブリティシュ・ヒルズ
の協賛にて開催いたします。小学生から社会人まで応募することがで
き、優秀者には、つくば市長杯、学長杯と副賞が贈られます。

お問い合わせは「筑波学院大学 KVACUP 実行委員会」まで。
kvacup@tsukuba-g.ac.jp
○つくばショートムービーコンペティション「つくっぺ」
　つくば市と共催で若手クリエーターの発掘と、つくば市から文化発
信を目的とし 10 月 10 日（木）まで、1分～ 10 分程度の短編映像を
広く募集しています。特別審査委員として、つくば市出身で、「チー
ムバチスタの栄光」や「奇跡のリンゴ」の監督である中村義洋氏をお
招きします。お問い合わせは筑波学院大学「つくばショートムービー
コンペティション　つくっぺ事務局」まで。info@tsukuppe.org

〒 305-0031　茨城県つくば市吾妻 3-1
TEL：029-858-4811（代表）
FAX：029-858-7388
URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp
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自
宅
外
通
学
生
懇
親
会
開
催

５
月
27
日
（
月
）
に
本
学
第
６
会
議
室
に
お
い
て
「
自
宅

外
通
学
生
懇
親
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
１
、２

年
生
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
、
そ
の
友
人
、
学
友

会
役
員
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
実
行
委
員
長
、
ク
ラ
ブ
連
合
会
委
員
長

な
ど
24
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

学
生
部
長
進
行
の
も
と
、
学
友
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

そ
の
後
会
食
を
し
な
が
ら
教
員
も
含
め
た
参
加
者
全
員
が
一

人
ず
つ
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
島
学
長
か
ら
は

歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
一
人
暮
ら
し
を
経
験
す
る
新
入
生
に
対
し
て
、
教

員
や
先
輩
学
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
貴
重
な
経
験
談
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

県
外
で
も
近
隣

県
か
ら
の
参
加
者

が
多
く
、
同
郷
で

あ
っ
て
も
ク
ラ
ス

が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
交
流
を
持
つ

機
会
が
な
か
っ
た

学
生
も
、
こ
の
会

を
と
お
し
て
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

７
月
17
日
（
水
）
に
、
東
京
家
政
学
院
光
塩
会
長
に
も

ご
出
席
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
授
与
さ
れ
た
奨
学
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
２
年
　
笠
井
　
奨
之

経
営
情
報
学
科
３
年
　
井
高
　
悠
斗

経
営
情
報
学
科
４
年
　
吉
森
麻
梨
奈

■
光
塩
会
奨
学
金

成
績
が
優
秀
で
、
人
物
と
も
に
優
れ
て
い
る
学
生
に
授

与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
２
年
　
仲
田
　
雄
貴

経
営
情
報
学
科
３
年
　
皆
川
　
由
貴

経
営
情
報
学
科
４
年
　
田
村
　
莉
香

■
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念
光
塩
会

奨
学
金

学
業
、
人
物
と
も
に
優
れ
、
か
つ
大
学
へ
の
貢
献
度
が

高
い
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
４
年
　
大
坂
間
陽
太

経
営
情
報
学
科
４
年
　
黒
田
　
大
貴

■
筑
波
学
院
大
学
教
職
員
奨
学
金

成
績
が
優
秀
な
学
生
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

経
営
情
報
学
科
４
年
　
武
藤
　
友
香

　
授
与
式
後
、
学
生
は
「
今
後
も
こ
れ
を
励
み
に
頑
張
り

た
い
。」
な
ど
そ
の

喜
び
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
て
お
り
、
今

後
の
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
表
彰
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
実
践
科
目
Ｃ
」
で
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
広
報
部
長
か
ら

特
別
ア
ド
バ
イ
ス

本
学
の
授
業
「
実
践
科
目
Ｃ
」
で
は
、
自
分
で
考
え
た
企

画
や
教
員
の
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
自
主
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

５
月
末
、
こ
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ

の
橋
田
真
広
報
部
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
が
考

え
て
い
る
企
画
や
活
動
に
つ
い
て
、
特
別
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
立
ち
乗
り
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ロ

ボ
ッ
ト
「
セ
グ
ウ
ェ
イ
」
を
用
い
た
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、

「
パ
ロ
」「
ア
イ
ボ
」
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
セ

ラ
ピ
ー
に
取
り
組
む
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
企
画
の
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
、
橋
田
広
報
部
長
よ
り
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

橋
田
広
報
部
長
か
ら
は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
で
の
イ

ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
広
報
の
経
験
を
通
し
て
培
っ
た

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
心
構
え
や
役
割
な
ど
の
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
何
よ
り
も
「
自
分
た
ち
が
一
番
楽
し
ん
で
や
る

こ
と
」
の
重
要

性
を
熱
く
語
ら

れ
、
学
生
た
ち

は
ア
イ
デ
ィ
ア

や
思
い
を
形
に

す
る
こ
と
の
楽

し
さ
や
難
し
さ

を
痛
感
し
た
よ

う
で
し
た
。

学友会長による挨拶

スタジオジブリ橋田広報部長から
特別アドバイス

2013 年奨学金授与式
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留
学
生
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
17
日
（
月
）
に
留
学
生
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
学
の
留
学
生
26
名
（
留
学
生
総
数

31
名
）
と
本
学
の
外
国
人
留
学
生
委
員
会
委
員
の

教
職
員
が
参
加
し
、
留
学
生
の
大
学
生
活
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
留
学
生
か

ら
履
修
、
生
活
、
就
職
、
進
路
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
や
質
問
、
後
輩
留
学
生
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。
質
問

の
例
と
し
て
、
情
報
科
目
で
英
語
表
記
が
元
と
な

る
専
門
用
語
に
つ
い
て
、
授
業
で
は
カ
タ
カ
ナ
表

記
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な

カ
タ
カ
ナ
表
記
に
変
換
さ
れ
た
専
門
用
語
が
難
し

い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を

受
け
、
授
業
中
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
専
門
用
語
を
使

用
す
る
際
は
、
英
語
表
記
も
同
時
に
使
用
し
た
上

で
専
門
用
語
の
意
味
の
説
明
を
行
う
よ
う
各
教
員

へ
依
頼
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
り
ま
し
た
。
外
国

人
留
学
生
委
員
会
で
は
こ
の
よ
う
な
会
や
、
留

学
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
設
け
、
留
学

生
が
よ
り

よ
い
大
学

生
活
を
送

れ
る
よ
う

取
り
組
ん

で
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

海
外
協
定
校
の
中
華
大
学
の
研
修
を

本
学
で
実
施

本
学
海
外
協
定
校
の
中
華
大
学
（
台
湾
・
新
竹

市
）
の
学
生
10
名
及
び
引
率
教
員
１
名
の
合
計
11

名
の
研
修
団
が
来
日
し
、
７
月
９
日
～
15
日
の
一

週
間
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
日
本
語

や
華
道
、
茶
道
と
い
っ
た
文
化
体
験
授
業
の
他
、

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
な
ど
の
専
門
分
野
の
体
験
授
業
も
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ
プ
で
は
、
そ
ば
打

ち
体
験
、
足
湯
体
験
、
筑
波
山
神
社
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

な
ど
へ
の
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
期
間
中

は
研
修
サ
ポ
ー
ト
を
本
学
学
生
が
行
い
、
放
課
後

や
週
末
の
活
動
で
は
、
つ
く
ば
市
内
や
東
京
へ
の

観
光
案
内
な
ど
を
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
に
終
了
し
た
研
修
で
し
た
が
、
学
生
間

交
流
は
こ
の
先
も
一
生
続
く
、
有
意
義
な
研
修
、

交
流
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
長
と
の
対
話
集
会
開
催

６
月
19
日
（
水
）
学
長
と
の
対
話
集
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
学
友
会
、
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
Ｋ

Ｖ
Ａ
祭
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
、
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
13
名
の
学
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
学
食

へ
の
改
善
点
に
つ
い
て
の
提
案
や
、
売
店
の
商
品

に
関
す
る
提
案
を
は
じ
め
、
よ
り
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
る
た
め
の
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
終

了
時
間
を
上
回
る
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
学
友
会
で
設
置
し
た
「
意
見
箱
」

に
は
、休
講
情
報
の
提
供
方
法
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、

施
設
に
つ
い
て
の
意
見
か
ら
、
学
友
会
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
依
頼
ま
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
意
見
が

投
函
さ
れ
て
お
り
、
対
話
集
会
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
の
質
問
や
提
案
に
つ
い
て
は
学
長

か
ら
そ
の
場
で
回
答
や
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

検
討
事
項
に
つ
い
て
は
後
日
、
掲
示
や
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
に
て
学
生
に
向
け
て
回
答
が
あ
り
、

よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送
る
た
め
の
改
善
を
学
生

と
と
も
に

取
組
む
有

意
義
な
機

会
と
な
り

ま
し
た
。

第 2 3 回筑波学院大学 K V A 祭のご案内

10 月 26 日（土）・27 日（日）の２日間、平成 25 年
度第 23 回 KVA 祭を開催します。

今年度のメインイベントは実行委員会イベント係及び
現代視覚文化研究会合同による声優トークショーを企画
中です。また、子供たちに大人気だったヒーローショー
は今年も開催します。

学生の自主企画からはじまった「筑波学院大学 KVA 杯
小学生ドッジボール大会」も第８回目を迎え、今年は２
日目の日曜日に開催されます。白熱した試合は今年も必
見です。

今年のテーマは「楽しいはつくれる！～ It’s up to you
～」。筑波学院大学に来学された全ての方に楽しんでいた
だける２日間になるよう、成功目指して実行委員一同全
力で取組んでおります。是非皆様ご来場ください。
URL: http://kva.tsukuba-g.ac.jp/

中華大学（受入れ）茶道体験

熱心な意見交換の様子

留学生懇親会参加学生

平成 26年度　筑波学院大学　入試日程・オープンキャンパス日程

■推薦入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 10 月 28 日（月）～ 11 月 8 日（金） 11 月 17 日（日） 11 月 21 日（木）

Ｂ日程 12 月 2 日（月）～ 12 月 11 日（水） 12 月 15 日（日） 12 月 17 日（火）

■一般入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 24 日（金） 2 月 2 日（日） 2 月 6 日（木）

Ｂ日程 2 月 3 日（月）～ 2 月 21 日（金） 3 月 2 日（日） 3 月 6 日（木）

■大学入試センター試験利用入試［大学入試センター試験日：1月 18 日（土）・19 日（日）］

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 1 月 27 日（月）～ 2 月 7 日（金） 本学独自の学力審
査はありません

2 月 20 日（木）

Ｂ日程 2 月 24 日（月）～ 3 月 7 日（金） 3 月 19 日（水）

■ AO入試【予備面談型 /作品型】

区分 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表

２期 9 月 17 日（火）～ 9 月 27 日（金） 10 月 6 日（日） 10 月 10 日（木）

３期 10 月 15 日（火）～ 10 月 25 日（金） 11 月 3 日（日） 11 月 7 日（木）

４期 1 月 6 日（月）～ 1 月 31 日（金） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

５期 2 月 24 日（月）～ 3 月 7 日（金） 3 月 16 日（日） 3 月 19 日（水）

■ AO入試【セミナー型】

区分 セミナー開催日 出願資格
認定通知日 出願期間（消印有効） 本面談日 合格発表

３期 9 月 8 日（日） 9 月12日（木） 9 月 17 日（火）～ 9 月 27 日（金） 本面談は　
ありません

10月10日（木）

４期 10 月 6 日（日） 10月10日（木） 10 月 15 日（火）～ 10 月 25 日（金） 11月 5 日（火）
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地
産
地
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

 

茨
城
県
に
は
生
産
高
が
全
国
一
、二
位
の
野
菜

や
肉
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
学
食
で
は
地
域
の
素
材

が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
家
晴
美
准

教
授
の
講
義
「
食
と
農
の
経
済
」
に
お
い
て
、『
つ

き
ぢ
田
村
』
の
三
代
目
田
村
隆
氏
を
招
い
て
、
茨

城
県
産
の
野
菜
を
利
用
し
た
料
理
講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
学
校
法
人
東
京
家
政
学

院
が
茨
城
県
の
坂
東
市
と
地
域
連
携
協
定
を
結
ん

だ
こ
と
を
機
会
に
、
坂
東
市
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

食
材
の
提
供
を
受

け
、
地
産
地
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
学

食
地
産
地
消
フ
ェ

ア
を
開
催
し
、
メ

ニ
ュ
ー
に
霞
ヶ
浦

の
蓮
根
、
つ
く
ば

の
ナ
ス
、キ
ュ
ウ
リ
、大
根
、江
戸
崎
の
か
ぼ
ち
ゃ
、

波
崎
の
ピ
ー
マ
ン
、
坂
東
の
ね
ぎ
な
ど
を
使
っ
た

「
チ
ン
ジ
ャ
オ
ロ
ー
ス
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
煮
物
」、「
地

元
野
菜
の
ビ
ビ
ン
パ
丼
」、「
お
ろ
し
そ
ば
」
が
並

び
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
鹿
島
産
メ
ロ
ン
が
入
り
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
高
校
生
に
地
産

地
消
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

企
画
は
茨
城
県
が
実
施
し
て
い
る
「
う
ま
い
も
ん

ど
こ
ろ
菜
食
運
動
」
へ
の
協
力
の
一
環
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
盛
り
立
て
る

学
生
ス
タ
ッ
フ

平
成
25
年
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、「Face 

to Face

　
筑
波
学
院
で
会
い
ま
し
ょ
う
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
各
回
に
「
テ
ー
マ
」
を
決
め
、
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企

画
を
支
え
、
司
会
、
誘
導
、
活
動
支
援
を
学
生
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
、
参
加
者
か
ら
好
評
で
し
た
。

7
月
21
日
（
日
）
は
「
経
営
情
報
学
部
っ
て

何
す
る
の
？
君
が
選
ぶ
コ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら

サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ま
で
」を
テ
ー
マ
に
、

デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
を
開
催
し
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や

映
像
制
作
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
8
月
11

日
（
日
）
は
、「
筑
波
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
～
サ
ー
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し
よ
う
！
～
」

を
テ
ー
マ
に
、高
校
生
に
生
け
花
や
テ
ニ
ス
、ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
、
軽
音
楽
の
演
奏
な
ど
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
8
月
25
日
（
日
）
に
は
「
ス
ス
メ

ミ
ラ
イ
ヘ
！
筑
波
学
院
で
つ
く
る
キ
ミ
の
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
、
モ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
横
佩

ま
さ
る
氏
と
、
ゲ
ー
ム
制
作
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
の
池
上
一

郎
氏
を
お
招
き

し
て
エ
ン
タ
ー

テ
ー
メ
ン
ト
業

界
全
体
に
つ
い

て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

■私費外国人留学生入試

区分 出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

Ａ日程 9 月 2 日（月）～ 9 月 18 日（水） 10 月 6 日（日） 10 月 10 日（木）

Ｂ日程 1 月 6 日（月）～ 1 月 16 日（木） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

C日程 2 月 17 日（月）～ 2 月 28 日（金） 3 月 16 日（日） 3 月 19 日（水）

■社会人入試

出願期間（消印有効） 試験日 合格発表

1 月 6 日（月）～ 1 月 24 日（金） 2 月 9 日（日） 2 月 14 日（金）

地域の素材を使って料理している様子

オープンキャンパス学生スタッフ

（お問い合わせ先）
　筑波学院大学
　〒305-0031　茨城県つくば市吾妻3-1　入試広報グループ
　TEL　０２９－８５８－４８１５　　FAX　０２９－８５８－７３８８
　URL　http://www.tsukuba-g.ac.jp　　E-mail　nyushi@tsukuba-g.ac.jp

オープンキャンパス開催日時

９月 29 日（日） 10:30 ～

10 月 26 日（土）

10 月 27 日（日）

10:30 ～

KVA 祭同時開催

２月 23 日（日） 10:30 ～

３月 16 日（日） 10:30 ～

入試相談会

12 月 1 日（日） 10:30 ～

12 月 8 日（日） 10:30 ～



　2013 年 10 月発行　学院だより　�

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO　KASEIGAKUIN　JUNIOR　＆　SENIOR　HIGH　SCHOOL

高
校
新
生
徒
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
高
校
生
徒
会
執
行
部

ご
き
げ
ん
よ
う
。高
校
生
徒
会
長
の
中
島
早
絵
で
す
。

私
は
、
中
学
二
年
の
頃
か
ら
生
徒
会
の
一
員
で
し

た
。
中
学
三
年
の
時
、
同
じ
学
年
の
仲
間
が
生
徒
会

長
と
し
て
頑
張
る
姿
を
近
く
で
見
て
い
て
、
生
徒
会

の
仕
事
を
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
を
知
り

ま
し
た
。
生
徒
会
長
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
中

学
生
徒
会
の
仲
間
と
の
思
い
出
が
あ
る
か
ら
で
す
。

生
徒
会
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
私
は
、
東
京
家
政

学
院
が
明
る
く
、
元
気
な
学
院
と
な
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

次
に
、
私
が
生
徒
会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
色
々
な
学
校
行
事
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

行
事
を
行
う
側
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た
り
、
委
員
会
の

人
々
と
話
し
た
り
す
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
全
て
の
行
事

で
生
徒
側
の
意
見
が
必
ず
し
も
通
る
、と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
生
徒
会
長
と
し
て
、
生
徒
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ
り
有
意
義
な
学
院
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

生
徒
会
は
、
こ
の
よ
う
な
様
々
な
経
験
を
積
め
る

の
で
、
私
自
身
も
成
長
で
き
る
委
員
会
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
会
役
員
と
し
て
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
４
月
～
８
月
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

【
中
高
吹
奏
楽
部
】

東
京
都
高
等
学
校
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
金
賞
受
賞

【
中
学
ア
ー
ト
部
】

第
63
回
　
学
展
　
入
賞

L
２
B
　
荻
原
希
美

L
３
A
　
村
田
真
菜

L
３
B
　
八
品
舞
子

【
高
校
美
術
部
】

第
63
回
　
学
展
　
入
賞

H
１
C
　
能
村
真
実

H
１
D
　
田
中
　
愛

【
高
校
俳
句
同
好
会
】

俳
句
甲
子
園
　
東
京
予
選

東
京
予
選
最
優
秀
句
受
賞

H
２
B
　
日
川
桃
子

参
加
者
：
H
２
A
田
村
季
恵
、
日
川
桃
子
、

H
２
D
内
田
遼
乃
、
菊
地
梨
沙
、
武
藤
い
づ
み

【
中
学
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

東
京
都
大
会
　
団
体
戦
出
場

【
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

○
団
体
戦

　
第
55
回
東
京
私
立
高
等
学
校  

学
校
対
抗
戦

　
3
部
優
勝
→
2
部
昇
格

　
全
勝
賞  

橋
本
・
吉
田
組

○
個
人
戦

　
大
田
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
高
校
生
大
会  

女
子
の
部

　
3
位  
橋
本
・
吉
田
組

【
中
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
】

6
月
千
代
田
区
選
手
権
大
会
　
準
優
勝

中学・高校共通イベント

合唱祭

日時：2014 年１月 17 日（金）

場所：練馬文化センター

住所：東京都練馬区練馬 1-17-37

受験生・保護者の皆様は、予約なしで見学できます。

〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/
E-mail:koho@chuko.kasei-gakuin.ac.jp

大江スミ奨学金について

中学校２・３年生及び高等学校２・３年生に対して
授業料を減免する制度ができました。

この制度が受けられる生徒は、前
年度に優秀な成績を修め、良好な生
活態度で、高校卒業時まで、本学院
の生徒として学業を続ける意志のあ
る者となっています。

生
徒
会
長

高
2
年中

島
　
早
絵
さ
ん
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創立 75 周年を迎え、
伝統を受け継ぎながら
新たな未来へと歩き出します。
 
ポイント 1：ブレザー
これまでと同じシンプルなデザインは時代を経ても変わらぬ本校の「ら
しさ（誇り）」を保ちます。紺色の無地のブレザーは、着用する生徒に正
統派の清潔感と品性を身につけさせます。
生徒達自身が伝統の一端を担い、受け継いでいくことを表します。
 
ポイント 2：リボン
本校の象徴カラーでもあるバラのような真紅のリボンをつけることで、
胸元に花開くバラをイメージしています。「こころに一輪のバラを抱く女
性」＝純心に夢や希望を抱く女性へと成長してほしいという想いがこめ
られています。
 
ポイント 3：スカート
チェックの柄には真紅のラインを差し色として入れることで、変わらぬ
伝統・校風の継承を表します。また 100 周年に向けて新たな伝統を築こ
うという想いをこめ、無地からチェック柄へと大きく変更しました。

201�年度から
制服が新しくなります
201�年度から

制服が新しくなります

ブラウス、リボン、ブレザーの
ボタンには本校のイニシャル

「TK」がそれぞれ入ります。

2013 年度　東京家政学院　中学校・高等学校校内説明会　日程

【
中
学
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

○
6
月
千
代
田
区
大
会

団
体
　
優
勝

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
（
馳
川
侑
奈
）

個
人
ダ
ブ
ル
ス
　
　
優
勝
（
大
和
田
真
由
・
田
中

優
名
）

○
7
月
A
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

団
体
　

3
位

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
　
優
勝
（
馳
川
侑
奈
）

○
7
月
都
大
会

団
体
出
場

個
人
シ
ン
グ
ル
ス
出
場
（
馳
川
侑
奈
）

【
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
】

関
東
大
会
予
選
決
勝
大
会
出
場

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
決
勝
大
会
出
場

【
中
学
剣
道
部
】

千
代
田
区
剣
道
大
会
出
場

参
加
者
：
松
山
葵
、
笠
原
杏
珠

【
高
校
剣
道
部
】

○
千
代
田
区
剣
道
大
会
出
場

進
士
3
回
戦
　
出
場

参
加
者
：
粟
屋
菜
央
、
西
久
保
瑞
季
、

今
井
あ
か
り
、
今
関
美
月
、
進
士
あ
か
り

○
東
京
都
剣
道
大
会

団
体
戦
　

2
回
戦
出
場

参
加
者
：
今
井
あ
か
り
、
西
久
保
瑞
季
、
粟
屋
菜

央
、
今
関
美
月
、
進
士
あ
か
り

東京家政学院中学校
○入試説明会（受験生対象）

10 月 12 日（土） 14：00 ～ PTA と語る会（保護者から見た家政学院）

11 月 ９ 日（土） 14：00 ～ OGによる学校紹介

11 月 22 日（金） 19：00 ～ イブニング説明会

12 月 ７ 日（土） 10：00 ～ 過去問題解説

12 月 14 日（土） 10：00 ～ 適性検査対策

１月 11 日（土） 10：00 ～／ 14：00 ～ 入試直前対策

２月 22 日（土） 14：00 ～ 新６年生対象説明会

＋

○募集要項の説明／○校内ツアー／○個別相談

※学校見学ご希望の方は、ご連絡下さい。

ご予約は本校ホームページから　　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

東京家政学院高等学校
○入試説明会（受験生対象）

10 月 27 日（日） 10：00 ～ EXPO’ ばらフェスタ

11 月 16 日（土） 14：00 ～ KVA のキャリア教育

11 月 30 日（土） 14：00 ～ 入試問題対策

12 月 26 日（木） 11：00 ～ 入試直前個別相談会

○キャンパスツアー（授業見学会）

10 月 19 日（土）　11：00 ～

12 月 ７ 日（土）　14：00 ～
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〈お問い合わせ先〉
東京家政学院中学校 ･ 高等学校　入試事務室
電話　03-3262-2559（入試専用ダイヤル）　　 FAX　03-3262-2223
ホームページ　http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

201� 年度　東京家政学院　中学校募集要項（抜粋）

試験日程
2 月 1 日（土） 2 月 2 日（日） 2 月 3 日（月）

午前 午後Ａ 午後Ｂ 午前 午後 午後

募集人員 40 名 40 名 10 名 20 名 10 名 10 名

集合時間 8：30 15：00 15：00 8：30 15：00 15：00

試験科目 ２科・４科　選択 ２科・４科　選択 適性検査 ２科・４科　選択 ２科・４科　選択 ２科・４科　選択

終了時間
２科　10：30 ２科　17：00 17：00 ２科　10：30 ２科　17：00 ２科　17：00

４科　11：30 ４科　18：00 ４科　11：30 ４科　18：00 ４科　18：00

時間 ・ 配点

２科 ： 国語・算数　（各 45 分、各 100 点）

４科 ： 国語・算数　（各 45 分、各 100 点）　社会・理科　（計 50 分、各 50 点）

２月１日 午後Ｂ　　適性検査Ⅰ：作文（45 分）　  適性検査 Ⅱ：総合問題（45 分）　

出願受付
窓口 ： １月 20 日（月） ～ 入試当日［日曜を除く］　　9：00 ～ 16：00

郵送 ： １月 20 日（月） ～ １月 27 日（月）　消印有効

検定料 20,000 円 （複数回受験可）

特待生制度

全ての入試において特待生を選抜します。
　　　得点率 80％以上…入学金および授業料　全額免除
　　　得点率 75％以上…入学金および授業料　半額免除
　　　得点率 70％以上…入学金　免除

コース選抜
全ての入試においてコースを選抜します。
特別進学コース選抜基準：得点率 65％以上

チャレンジ
入試

合格者を対象に、特待生・特別進学コースの試験（再試験）を行います。
試験日　１日午後Ａ　２日（午前・午後）　３日午後　※受験料は必要ありません。

合格発表

〈午前入試〉
  ◇掲示……入試当日　14：00 ～ 15：00

　　　　　　◇ＨＰ……入試当日　14：00 ～ 20：00

〈午後入試〉 
 ◇掲示……入試翌日　10：00 ～ 11：00

　　　　　　◇ＨＰ……入試当日　21：00 ～ 翌日９：00

入学手続 入試当日～２月 10 日（月）　　９：00 ～ 16：00

入学金 250,000 円（50,000 円の範囲で減額の場合あり）

１．推薦入試
推薦入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

推薦方式 単願推薦１　　単願推薦２　　併願推薦

推薦条件

1．全科目の内申点に１がないこと

2．３年次の欠席日数が７日以内であること

募集人員 60 名

出願期間 1 月 15 日（水）・ 1 月 16 日（木） 　9:00 ～ 16:00　

入学金 250,000 円（50,000 円の範囲で減額の場合あり）

試験日 1 月 22 日（水）

合格発表 当日発表

入学手続

単願推薦 １

1 月 22 日（水）～ 23 日（木）　9:00 ～ 16:00

単願推薦 ２ 

併願推薦
1 月 22 日（水）～公立高校前期発表翌日

（日曜・祭日を除く）

検定料 20,000 円

201� 年度　東京家政学院　高等学校募集要項（抜粋）

２．一般入試（併願優遇入試も含む）
併願優遇入試を希望される方は、事前相談が必要です。詳細は、募集要項をご覧下さい。

入試方式 第 1 回 第 2 回

募集人員 50 名 10 名

出願期間
1 月 25 日（土）～ 2 月 6 日（木）

9：00 ～ 16：00（日曜を除く）

1 月 25 日（土）～ 2 月 11 日（祝）

9：00 ～ 16：00（日曜を除く）

入学金
250,000 円

（50,000 円の範囲で減額の場合あり）

250,000 円

（50,000 円の範囲で減額の場合あり）

試験日 2 月 10 日（月） 2 月 12 日（水）

試験

国語・数学・英語

（各 50 分・100 点満点）

個人面接

英語

（50 分・100 点満点）

個人面接

合格発表 当日発表 当日発表

入学手続

2 月 10 日（月）～

公立高校前期発表翌日

（日曜を除く）

2 月 12 日（水）～

公立高校前期発表翌日

（日曜を除く）

検定料 20,000 円 20,000 円

ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせ下さい。
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創
立
�0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

平
成
25
年
６
月
16
日
（
日
）
に
、「
東
京
家
政
学

院
創
立
90
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
が
、
東
京
會

舘
「
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
」
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
、
光

塩
会
・
あ
づ
ま
会
会
員
、
学
院
の
教
職
員
な
ど
約

３
０
０
名
の
列
席
者
を
迎
え
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
の
前
に
記
念
式
典
が
ま
ず
催
さ
れ
、
山
口

理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
宗
像
伸
子
　
前
光
塩
会
会

長
と
澤
田
三
和
子
あ
づ
ま
会
会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
光
塩
会
、
あ
づ
ま
会
よ
り

学
院
に
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
列
席
者
全
員

の
校
歌
斉
唱
の
後
、
引
き
続
き
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

天
野
正
子
東
京
家
政
学
院
大
学
学
長
の
開
宴
挨
拶

に
続
き
、
大
島
愼
子
筑
波
学
院
大
学
学
長
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
祝
賀
会
が
始
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
る
中
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
鈴
木
葉
子
氏
、

齋
藤
咲
恵
氏
と
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
の
伊
藤
亜
希
子
氏
に

よ
る
演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
と
と
も

に
90
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
喜
び
を

分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

沖
吉
常
務
理
事
の
学
院
創
立
90
周
年
記
念
事
業
の

紹
介
に
続
き
、
山
口
孝
理
事
長
監
修
、
小
島
俊
明
名

誉
教
授
作
詞
、
長
尾
宏
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
作

曲
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
「
前
へ
ま
え
へ
」
が
披
露

さ
れ
、
宴
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

最
後
は
長
尾
宏
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
の
謝
辞

に
よ
り
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〒102-8341　東京都千代田区三番町22 番地
TEL：03-3262-2251（代）

URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge

Virtue

Art

: 知識を高める
: 徳性を養う
: 技術を磨く

山口理事長式辞

寄付金贈呈

アトラクション風景

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
．
学
び
の
庭
に 

朝あ
さ

陽 ひ

が
あ
た
る 

 

か
ら
だ
い
っ
ぱ
い 

光
を
う
け
て 

さ
あ 

進
も
う 

前
へ 

ま
え
へ 

世
界
へ
窓 

ま
ど
開
き 

学
ぶ
日
々
の
よ
ろ
こ
び 

 

二
．
学
び
の
庭
に 

薔
薇

バ

ラ

の
芽
め
ぶ
く 

 

あ
な
た
も
わ
た
し
も 

顔
か
が
や
か
せ 

さ
あ 

磨み
が

こ
う 

心
と 

技
を 

世
界
の
光
と 

な
る
た
め
に 

ま
こ
と
の
光
と
な
れ 

 

三
．
学
び
の
庭
に 

希
望
の
風
が 

 

自
分
を
信
じ
て 

心
通
わ
せ 

さ
あ 

進
も
う 

前
へ 

ま
え
へ 

あ
し
た
の
希
望 

K
n

o
w

le
d

g
e
 

V
irtu

e
 

A
rt 

紅
く
れ
な
い

の
薔
薇

バ

ラ

よ 

咲さ

け 

キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ 

前
へ 

ま
え
へ 
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「東京家政学院創立�0 周年記念募金」報告

平成 22 年６月から開始しました「記念募金」の額が、
平成 25 年８月 20 日（水）現在、約 6,600 万円となり
ました。

ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
お寄せいただきましたご芳志は、千代田三番町、町田、

並びに筑波の各キャンパスの教育環境整備などに活用さ

せていただきます。
引き続き、皆様方のご支援ご協力をお願いいたします。

〈お問い合わせ先〉
　学校法人　東京家政学院　募金事務局
　TEL:03-3262-2242　FAX:03-3262-2174
　E-mail:bokin@kasei-gakuin.ac.jp

東
京
家
政
学
院
創
立
�0
周
年
記
念
事
業

　
本
学
院
で
は
創
立
90
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
創
立
90
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

創
立
90
周
年
を
記
念
し
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
東

京
家
政
学
院
を
目
指
し
て
創
立
90
周
年
記
念
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
を
東
京
家
政
学
院
が
設
置
す
る
学
校
の
生

徒
、
学
生
、
教
職
員
等
か
ら
募
集
し
た
結
果
、
大

賞
は
、
筑
波
学
院
大
学
3
年
生
の
曽
川
香
澄
さ
ん

の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
創
立
90
周
年
記
念
誌
「
写
真
で
つ
づ
る
学
院
の

歩
み
」
作
成

創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
の
業
績
と
設
立
か
ら
今

日
ま
で
の
東
京
家
政
学
院
の
歴
史
、
３
キ
ャ
ン
パ

ス
の
現
状
に
つ
い
て
、
写
真
を
中
心
に
ま
と
め
た

記
念
誌
を
作
成
し
ま
し
た
。

○
小
冊
子
「
東
京
家
政
学
院
創
立
者
大
江
ス
ミ
先

生
」
刊
行

創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
の
業
績
と
東
京
家
政
学

院
の
歩
み
を
、
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
小
冊
子

を
刊
行
し
ま
し
た
。

○
「
大
江
ス
ミ
の
生
涯
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

こ
れ
ま
で
集
め
ら
れ
た
東
京
家
政
学
院
の
写

真
と
映
像
を
も
と
に
、「
大
江
ス
ミ
先
生
の
生
涯
」

を
約
17
分
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
、
常
盤
祭
、

説
明
会
等
で
使
用
い
た
し
ま
す
。

○
東
京
家
政
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
「
前
へ
ま

え
へ
」

東
京
家
政
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
と
し
て

「
前
へ
ま
え
へ
」
を
作
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス

ソ
ン
グ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
創
立
90
周
年
記
念
企
画
展
示

次
の
よ
う
な
展
示
を
行
い
ま
す
。

・ 

生
活
文
化
博
物
館
企
画
展
「
受
贈
品
か
ら
見

た
東
京
家
政
学
院
」

・ 
生
活
文
化
博
物
館
特
別
展
「
本
気
で
見
せ
ま

す
！
江
戸
の
料
理
」
展

・ 

３
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
「
写
真
で
つ
づ
る
学
院

の
歩
み
」
パ
ネ
ル
展
示

○
創
立
90
周
年
記
念
冠
事
業

本
年
度
、学
院
を
会
場
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

講
演
会
、
学
会
等
に
「
創
立
90
周
年
記
念
」
の
冠

を
付
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
記
念
植
樹
（
花
壇
）
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
坂
東
市
と
の
地
域
連
携
協
定
書
の

締
結
に
つ
い
て

本
学
院
の
現
代
生
活
・
経
営
情
報
分
野
に
お
け

る
知
識
・
情
報
と
坂
東
市
の
地
域
情
報
の
共
同
活

用
、
並
び
に
人
的
交
流
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
・

創
造
な
ど
新
た
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
な
ど
双
方

の
発
展
の
た
め
、
茨
城
県
坂
東
市
と
地
域
連
携
協

定
書
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。(1)  

地
域
活
性
化
に
向
け
た
産
学
官
協
働
の
取

り
組
み
に
関
す
る
こ
と
。

(2)  

地
域
の
衣
食
住
生
活
及
び
経
営
情
報
分
野

に
係
る
課
題
の
解
決
に
関
す
る
こ
と
。

(3)  

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
各
種
産
品
の
開
発

に
関
す
る
こ
と
。

(4)  

そ
の
他
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

こ
と
。

創立 �0周年記念誌
「写真でつづる学院の歩み」

創立 �0周年記念
シンボルマーク

小冊子「東京家政学院創立
者大江スミ先生」と
DVD「大江スミの生涯」

農業体験でトマト収穫後の箱詰め作業の様子
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新
光
塩
会
会
長
挨
拶

こ
の
度
、
伝
統
あ
る
光
塩
会
の
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
就
任
の

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
は
学
院
の
創
立
90
周
年
の
記
念
式
典
・
祝

賀
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
学
院
90
年
の

歴
史
と
伝
統
に
、
卒
業
生
の
一
員
と
し
て
心
か
ら

祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
の
暖
か
い
微
笑
み
の
お

顔
が
、
現
実
と
な
っ
て
心
に
迫
っ
て
参
り
ま
し
た

の
は
、
御
出
席
の
皆
さ
ま
も
同
じ
思
い
で
あ
っ
た

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

は
か
ら
ず
も
、
我
が
国
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
、
学
院

の
お
喜
び
と
重
ね
合
わ
せ
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

光
塩
会
は
、
霊
峰
富
士
と
重
な
っ
て
、
清
く
、

美
し
く
そ
の
裾
野
を
拡
げ
て
お
り
ま
す
。
５
万
人

の
卒
業
生
が
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
津
々

浦
々
、
深
く
根
を
は
り
、
揺
る
ぎ
な
く
母
校
を
支

え
て
お
り
ま
す
。

卒
業
生
に
と
っ
て
、母
校
は
心
の
故
郷
で
あ
り
、

遠
く
に
在
っ
て
も
、
否
、
近
く
に
在
っ
て
も
、
何

か
に
つ
け
て
思
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
母
校
へ
の

熱
い
思
い
が
、
卒
業
生
を
一
つ
に
す
る
こ
と
を
先

輩
の
築
き
上
げ
た
光
塩
会
は
、
常
に
そ
の
歩
み
に

於
い
て
示
し
て
参
り
ま
し
た
。

時
代
を
超
え
て
も
不
変
な
も
の
が
あ
り
、
時
代

の
変
化
の
中
で
、
何
を
変
え
て
い
く
べ
き
か
が
常

に
問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
光
塩
会
は
揺
る
ぎ
な
い

Ｋ
Ｖ
Ａ
精
神
を
裾
野
に
美
し
く
拡
げ
、
高
い
社
会

的
評
価
を
築
い
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
戦
争
で
焼
け
跡
の
が
ら
ん
と
し
た
校
舎

で
学
ん
だ
学
生
時
代
を
想
い
起
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
三
番
町
の
校
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
、
四
季
折
々
の
美
し
い
花
々
に
囲
ま
れ
た

女
子
教
育
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

今
や
、
生
涯
教
育
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
生
活
環
境
が
変
化
し
て
も
、
人
間
生
活

を
営
む
上
で
の
基
本
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。学
院
の
人
間
生
活
学
研
究
科
は
、

卒
業
生
の
社
会
人
入
学
を
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
の
学
院
の
姿
を
考
え
つ
つ
、

そ
れ
に
向
け
て
準
備
を
整
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

光
塩
会
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
、
微
力
な
が
ら

皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
　
光
塩
会
総
会
・
懇
親
会

東
京
家
政
学
院
創
立
�0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

（
学
院
・
あ
づ
ま
会
と
共
同
開
催
）
を
終
え
て

６
月
16
日(

日)

に
評
議
員
会
・
総
会
と
懇
親

会
・
ジ
ョ
イ
ン
ト
同
期
会
が
、
東
京
會
舘
9
階

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
懇

親
会
は
、
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
・
あ
づ
ま
会

と
の
共
催
に
て
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
と
の
同
時
開
催
と
し
て
例
年
に
な

く
大
規
模
で
華
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

前
日
６
月
15
日(

土)

は
三
番
町
の
1
号
館

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
支
部
長
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

支
部
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
忌

憚
の
な
い
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退

任
す
る
光
塩
会
理
事
の
方
々
に
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
６
月
16
日(

日)

は
、
評
議
員
会
・
総
会

が
行
わ
れ
、
主
な
次
第
は
、
法
人
よ
り
学
院
の
状

況
の
報
告
、
光
塩
会
理
事
会
よ
り
平
成
24
年
度
の

事
業
・
会
計
報
告
、
25
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
Ｋ
Ｖ

Ａ
祭
バ
ザ
ー
の
件
、
昨
年
12
月
の
臨
時
総
会
で
決

定
さ
れ
た
学
院
へ
の
寄
付
の
件
、
理
事
数
の
減
名

に
伴
う
会
則
の
変
更
が
報
告
さ
れ
、
新
理
事
の
承

認
と
学
内
評
議
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
「
東
京
家
政
学
院
創
立
90
周
年
記
念

式
典
」
で
は
、
宗
像
伸
子
　
前
光
塩
会
長
よ
り
学

院
へ
寄
付
金
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
校
歌
斉
唱
に
て

し
め
ら
れ
ま
し
た
。

続
く
祝
賀
会
で
は
、
２
挺
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ソ
ン
グ
「
前
へ
ま
え
へ
」
が
披
露
さ
れ
、

恒
例
と
な
っ
た
80
歳
以
上
の
同
窓
生
に
記
念
品
を

贈
呈
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

東
京
會
舘
９
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
で
は
、
総
会
、

記
念
式
典
、
懇
親
会
と
進
む
う
ち
に
、
そ
の
雰
囲

気
は
真
剣
、
厳
粛
、
和
や
か
と
変
化
し
、
最
後
は
、

朝
方
か
ら
の
雨
が
上
が
り
、
陽
の
差
し
込
む
希
望

に
満
ち
た
明
る
い
雰
囲
気
で
こ
の
日
の
行
事
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

光塩会総会・懇親会風景

光
塩
会
会
長

永
山
　
ス
ミ
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大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
７
年
。
私
は
、
学

生
の
頃
か
ら
児
童
福
祉
に
興
味
を
持
ち
、
何

か
と
言
っ
て
は
教
授
と
討
議
を
交
わ
し
て
い

ま
し
た
。
い
つ
も
共
に
過
ご
し
て
い
た
友
人

と
は
、
障
害
や
高
齢
者
と
分
野
は
違
い
ま
す

が
、
各
分
野
の
プ
ロ
と
し
て
今
で
も
貴
重
な

意
見
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
ら
い
、
共
に
成
長

し
合
い
、
支
え
合
っ
て
い
ま
す
。

私
の
卒
論
の
テ
ー
マ
は
「
里
親
の
現
状
」

で
し
た
。
里
親
と
言
う
の
は
、
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
こ
ど
も
た

ち
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
養
育
す
る

人
の
事
を
言
い
ま
す
。
私
の
両
親
は
里
親
を

し
て
お
り
、
そ
の
現
状
が
ど
ん
な
に
大
変
な

こ
と
か
を
、
身
を
持
っ
て
知
っ
て
い
ま
し

た
。
大
学
の
授
業
の
中
で
は
„
里
親
委
託
の

推
進
・
啓
発
＂
が
取
り
上
げ
ら
れ
、私
は
「
こ

ん
な
に
大
変
な
里
親
を
人
に
は
勧
め
ら
れ
な

い
」
と
強
く
思
い
、
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
卒
論
を
書
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
現
在『
里
親
委
託
等
推
進
員
』

と
い
う
里
親
へ
の
委
託
を
推
進
す
る
仕
事
に

就
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
と
い
う
里

親
家
庭
を
支
援
す
る
団
体
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
キ
ー
ア
セ
ッ
ト
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
本
部
が
あ
り
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
里

親
支
援
機
関
で
、
日
本
で
は
大
阪
、
東
京
、

川
崎
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
角

度
か
ら
里
親
支
援
を
考
え
、
里
親
家
庭
へ
の

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
の
支

援
の
充
実
を
目
指
す
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
出
会
え
た
大
切
な
人
と
の
つ
な
が

り
が
、
私
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
を
作
り
出
し
、

ま
た
新
た
な
つ
な
が
り
を
見
つ
け
出
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
里
親
支
援
機
関
と
い
う
、
ま

だ
ま
だ
日
本
で
は
新
た
な
取
り
組
み
で
す

が
、
皆
様
の
お

力
を
お
か
り
し

な
が
ら
今
後
も

活
動
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

人
に
支
え
ら
れ
、
人
を
支
え
る

 

東
京
家
政
学
院
大
学
　
人
文
学
部
　
人
間
福
祉
学
科
卒
業

 

笠
井
　
知
佳

筑
波
学
院
大
学
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
系
研

究
室
で
は
、「
感
性
と
感
動
が
生
み
出
す
新

た
な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
へ
の
展
開
」
を
目
指

し
、
デ
ザ
イ
ン
・
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
学
ぶ
学

生
を
中
心
と
し
た
実
験
室
『
つ
く
ば
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
』
を
設
け
、
地
域

発
信
型
ア
ー
ト
の
提
案
と
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

つ
く
ば
市
『
北
条
竜
巻
被
害
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
て
、
平
成
24
年
５
月
に

つ
く
ば
市
北
条
地
区
で
起
こ
っ
た
竜
巻
被
害

を
、
実
際
に
被
災
地
で
撮
影
や
取
材
を
行
い

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
と
し
て
制
作
し
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
復
興
活
動

の
支
援
を
呼
び
か
け
た
こ
の
映
像
制
作
は
、

大
手
新
聞
各
社
か
ら
地
方
紙
ま
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
に
隣
接
す
る
複
合

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
大
型
立
体
駐

車
場
を
、「
新
し
い
街
作
り
の
核
と
な
る
駐

車
場
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
と

同
時
に
開
設
さ
れ
た
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
、
１
年
を
通
し
て
、
季
節
ご
と
に
デ
ザ

イ
ン
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ん
だ
学
生
た

ち
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
大
型
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
し
て
、
常
設
展
示
し
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
筑
波
研
究
学
園
都
市
50
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、『
つ
く
ば
シ
ョ
ー

ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
つ
く
っ

ぺ
」』を
開
催
し
ま
す
。
若
手
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
発
掘
と
、
つ
く
ば
市
か
ら
の
文
化
発
信
を

目
的
に
、
地
域
か
ら
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ

の
発
信
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

研
究
室
で
は
、
今
後
も
つ
く
ば
市
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な
活
動
に
取
組
み
、

ゲ
ー
ム
・
ア
ニ
メ
・
映
像
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど

の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
業
界
で
活
躍
す
る
人

材
を
育
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学

　
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

高
嶋
（
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
系
）
研
究
室

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

笠
井
　
知
佳
（
カ
サ
イ
　
チ
カ
）

 

平
成
18
年
　
東
京
家
政
学
院
大
学
人
文
学

部
人
間
福
祉
学
科
卒
業

 

児
童
養
護
施
設
、児
童
相
談
所
（
非
常
勤
）、

療
育
セ
ン
タ
ー
（
指
導
員
）
を
経
て

 

現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　Keyassets

（
キ
ー

ア
セ
ッ
ト
）
に
所
属
。

里
親
委
託
等
推
進
員
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ショートムービーコンペ
テ ィ シ ョ ン「 つ く っ ぺ 」
の市長表敬訪問

キーアセットのご紹介

つくばフェスティバル
フラワーアート 2013


